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回: 127, 2024.
小笹宗一郎, 増田真吾, 荒木健志, 清水真澄, 本田宏幸, 田中利憲, 杉本尊史, 濱田航一郎, 赤羽目翔悟, 山梨啓友, 高
松由基, 有吉紅也, 前田隆浩：野外活動性の低い患者が冬季に重症熱性血小板減少症候群(SFTS)に感染した一例. 
日本病院総合診療医学会雑誌 20(臨増2): 259, 2024.
野中文陽, 江頭清美, 秋吉響子, 橋本和子, 宮田　潤, 山内栄理子, 岩田将吾, 尾崎美千恵, 津渡俊和, 竹島史直, 前田

隆浩：へき地における医療MaaSを用いた遠隔糖尿病専門外来. 糖尿病 67(9): 422, 2024.

野中文陽, 高木博人, 江頭清美, 秋吉響子, 山内えり, 岩田将吾, 尾崎美千恵, 津渡俊和, 宮田　潤, 竹島史直, 川上　

純, 前田隆浩：離島における医療MaaSを活用した遠隔糖尿病専門外来. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

宮田　潤, 野中文陽, 松山ミッシェル実香, 土屋浩伸, 早川奈津子, 山崎　亮, 菅原正明, 菅原正典, 麻生有二, 前田隆

浩：離島地域におけるドローンによる医薬品配送の実証研究. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 15回: 
324, 2024.
川上　純, 川尻真也, 野中文陽,永田康浩,前田隆浩：関節病に対するAIアプローチ IoTとAIの活用で進める次世代

の関節リウマチ専門遠隔医療. 日本関節病学会誌 43(2): 205, 2024.
小笹宗一郎, 山梨啓友, 宮田　潤, 濵田航一郎, 長浦由紀, 有馬和彦, 青柳　潔, 前田隆浩：ソーシャルネットワーク

と脆弱性骨折の関連: Nagasaki Islands Study. 第15回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会プログラム・抄録集 
15回: 308, 2024.
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1 .

学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

長浦由紀・助教 長崎市職員採用試験員 長崎市役所

前田隆浩・教授
自治医科大学地域医療フォーラム実行委員
会 副委員長 

自治医科大学

浜田航一郎・助教 九州ブロック代議員 一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
全国医学部長病院長会議 地域の医療及び医
師養成の在り方に関する委員会・委員 

全国医学部長病院長会議

長浦由紀・助教
長崎大学病院情報セキュリティ・情報シス
テム管理委員会

長崎大学病院

前田隆浩・教授
長崎県五島中央病院群研修管理委員会・委
員 

五島中央病院

前田隆浩・教授 長崎県五島中央病院倫理委員会 委員  五島中央病院

前田隆浩・教授 全国地域医療教育協議会 顧問 全国地域医療教育協議会

前田隆浩・教授 平戸市立病院あり方検討委員会 平戸市

前田隆浩・教授 日本生理人類学会・評議員 日本生理人類学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会島嶼及び僻
地医療委員会・副委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部
会・会長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
五島保健所地域・職域連携推進協議会 委員
 

五島市保健所

前田隆浩・教授
長崎県医師会医療政策・診療報酬対策協議
委員会 委員 

長崎県医師会

前田隆浩・教授
ながさき健康・省エネ住宅推進協議会・副
会長

長崎県

前田隆浩・教授 日本病院総合診療医学会・理事 日本病院総合診療医学会

前田隆浩・教授 日本プライマリ・ケア連合学会・理事 日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会大学ネット
ワーク委員会・ 委員長

日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授 五島市保健対策推進協議会・委員  五島市

近藤英明, 長浦由紀：寝つきが悪い方へ〜じっと横になってあれこれ思い悩む「不眠症」とじっとしていること

ができない「むずむず脚症候群（レストレスレッグス症候群）」について. 共済ながさきnagasaki (200): 8-9, 
2024.

0 0 0 14 2 31

A-a
A-b

B-a
B-b

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授
スマートウェルネス住宅等推進調査委員
会・委員 

国土交通省

関口　愛, 長浦由紀, 林宏　祐, 甲斐　恵, 和久田浩一, 中村優佑, 及川伊知郎, 大谷直由, 今井浩光, 上村尚人：臨床

薬理学教育においてポリファーマシーに関する症例シナリオを導入した医療面接実習の有用性：学生及び教員

の双方向からの検討. 第45回日本臨床薬理学会学術総会Web抄録 : 209, 2024.
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特 許

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005年8月12日 2012年6月15日 特許第5011520号

浜田航一郎・助教 非常勤講師（人体の構造と機能及び疾病） 長崎純心大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授 非常勤講師（人体の構造と機能及び疾病） 長崎純心大学

前田隆浩・教授 非常勤講師（地域医療各論1） 自治医科大学

長浦由紀・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「交代勤務看
護師を対象とした認知行動療法を用いた睡眠
衛生教育プログラムの確立」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「Mixed 
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ遠
隔医療システムの構築」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「コホート
を用いた歯周病と全身炎症を繋ぐ分子基盤の
解明と病態制御への応用」

近藤英明・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「ウィメン
ズヘルスにおける包括的ビタミンDマネージメ
ントに向けた検討」

長浦由紀・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「マイノリ
ティストレスがHIV陽性者の治療意欲抑制に及
ぼす影響と支援策の案出」

長浦由紀・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「孤独感－
自殺プロセスに寄与する睡眠問題の特定と認
知行動療法による孤独予防効果」

浜田航一郎・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究「マイトファ
ジー関連遺伝子に着目したサルコペニアの病
態解明」

山梨啓友・准教授 AMI株式会社 代表
日本の地域集団における心音図検査による大
動脈弁狭窄症の実態調査と検査性能の評価

浜田航一郎・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　研究活動スタート支援
「マイトファジー関連遺伝子に着目したサル
コペニアの病態解明」

山梨啓友・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「多疾患併
存は高齢者の加齢性身体機能低下とどのよう
な疫学的関連性があるのか」

山梨啓友・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「甲状腺の
有するエネルギー調整機能の動脈硬化指標へ
の影響の解明」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「多疾患併
存は高齢者の加齢性身体機能低下とどのよう
な疫学的関連性があるのか」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「甲状腺の
有するエネルギー調整機能の動脈硬化指標へ
の影響の解明」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「HTLV-1の
分子系統別疾患感受性の解明と層別化コホー
ト研究の構築」
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 学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

前田隆浩・教授
五島市市制施行20周年記念特別
功労賞

五島市

2004年に離島・へき地医療学
講座の教授に着任し、長年に
わたり、五島市を含む長崎県
の離島地域において、地域医
療の質の向上や医療人材育成
のための様々な取り組みを
行ってきた。その貢献と功績
が認められ、表彰を受けた。

近藤英明・助教 特発性過眠症 時事メディカル 2024年6月30日
特発性過眠について一般向け
に解説した。

近藤英明・助教
Research「豊かな生活の基盤
になる眠りの価値を見つめ直
す」

Choho85号 2024年6月30日
大学広報誌で大学病院で新た
に始めた睡眠・覚醒障害診療
について紹介した。

長浦由紀・助教

寝つきが悪い方へ〜じっと横
になってあれこれ思い悩む
「不眠症」とじっとしている
ことができない「むずむず脚
症候群（レストレスレッグス
症候群）」について

共済ながさき
nagasaki

2023年12月31日

市町村共済組合の広報誌で組
合員とその家族向けに不眠に
ついて開設した。

近藤英明・助教 寝つきが悪い方へ
共済ながさき No. 
200

2024年1月
市町村共済組合の広報誌で組
合員とその家族向けに不眠に
ついて解説した。

近藤英明・助教
新型コロナウイルス感染症と
睡眠・覚醒障害

長崎新聞 2024年3月4日

新型コロナウイルスパンデ
ミックが人々の睡眠・覚醒を
含めた生活への影響につい
て、また、感染症後遺症とし
て睡眠・覚醒障害ついて一般
向けに説明した。

近藤英明・助教 特発性過眠症 四国新聞 2024年5月3日
特発性過眠について一般向け
に解説した。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

浜田航一郎・助教
難病への理解広がって 車の
運転もやめた…痛みが続くＣ
ＲＰＳ 共生社会願う

長崎新聞朝刊 2024年11月15日

複合性局所疼痛症候群（ＣＲ
ＰＳ）についての医学的情報
を説明した。
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